
健
診
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
、記
念
品
を
も
ら
お
う

ポイント対象メニュー ポイント数

ポイント獲得方法
保健福祉セン
ター窓口にて
健診結果・実践
記録票等を確
認します。

受付時に
押印します。

Ａ 健康診断（市や職場等の健康診断・
特定健診・人間ドック）

30Ｐ
（1回まで） ○※ 1

Ｂ 各種がん検診（市や職場等の健康診断・
人間ドック） 30Ｐ ○※ 2

Ｃ 歯科健診（市の健康診断・歯と口の衛
生週間） 20Ｐ ○

Ｄ 武田の里ウォーク春（4月） 20Ｐ ○
Ｅ 武田の里ウォーク秋 20Ｐ ○
Ｆ にらさきいきいきウォーキング 3回 1回 10Ｐ ○

G 公民館や各団体によるウォーキング　
を中心とした催し

5Ｐ
（2回まで） ○※ 3

H 個人やグループによるウォーキング
20Ｐ

（週1回以上を
3か月以上行う）

○※ 3

I
・�NPO韮崎スポーツクラブやゆ～ぷる　
にらさきプールプログラム等

・�民間団体による運動教室

20Ｐ
（週1回以上を
3か月以上行う）

○※ 4

※ 1健康診査結果用紙等
※ 2各種がん検診結果用紙等
注）Bのがん検診については何種類受けても 30ポイントまでとします。

※ 3実践記録票（ピンク色）
※ 4出席簿（青色）等

の
ば
そ
う

健
康
寿
命
！

　 
貯
め
よ
う
健
康
ポ
イ
ン
ト

   

― 

韮
崎
市
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
ス
タ
ー
ト 

―

　
韮
崎
市
で
は
、
健
康
診
断
の
受

診
者
や
健
康
づ
く
り
の
実
践
者
を

増
や
す
こ
と
で
早
期
の
病
気
の
予

防
や
改
善
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す

こ
と
を
目
的
に
健
康
ポ
イ
ン
ト
事

業
を
開
始
し
ま
す
。

■
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
概
要

　
健
診
（
が
ん
検
診
・
人
間
ド
ッ

ク
等
を
含
む
）
や
市
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど

の
運
動
教
室
、
公
民
館
各
種
団
体

や
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
践
し
、
合
計

1
0
0
ポ
イ
ン
ト
以
上
を
達
成

し
た
方
に
、
記
念
品
（
ク
オ
カ
ー

ド
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

　
4
月
1
日
（
金
）
～

　
平
成
29
年
3
月
31
日
（
金
）

■
対
象
者　
20
歳
以
上
の
市
民

■
参
加
方
法

①�

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
等
一
式
（
※

3
・
※
4
含
む
）
を
受
け
取
る

（
配
布
場
所
：
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
市
営
体
育
館
、
市
役
所

教
育
課
、
各
町
公
民
館
等
）

②�

ポ
イ
ン
ト
対
象
メ
ニ
ュ
ー
（
別

表
）
に
参
加
す
る
。

③�
1
0
0
ポ
イ
ン
ト
以
上
達
成
後

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
提
出
。確
認

後
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。（
提

出
場
所
：
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

■
ポ
イ
ン
ト
達
成
受
付
及
び

　
　
　
　
　
記
念
品
贈
呈
期
間

　
9
月
1
日
（
木
）
～

　
平
成
29
年
4
月
10
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課 

保
健
指
導
担
当

�

☎
2
3
-4
3
1
0

　
肺
炎
球
菌
は
、
肺
炎
を
引
き
起

こ
す
原
因
と
な
る
病
原
体
の
一
つ

で
す
。
特
に
高
齢
者
が
発
症
す
る

と
重
症
化
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
接
種
を
受
け
、
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者

①�

平
成
29
年
3
月
31
日
現
在
、
65

歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85

歳
、
90
歳
、
95
歳
、
1
0
0
歳

の
方

②�

接
種
日
現
在
、
60
歳
以
上
65
歳

未
満
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器

機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障

が
い
の
あ
る
方
（
接
種
希
望
の

方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
持

参
し
、
保
健
課
ま
で
お
申
出
く

だ
さ
い
）

※�

対
象
者
に
は
3
月
末
に
予
診
票　

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認　

の
う
え
お
手
続
願
い
ま
す
。

※�

任
意
接
種
と
し
て
肺
炎
球
菌
ワ　

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受
け
た　

こ
と
の
あ
る
方
は
対
象
外

■
実
施
期
間

　
4
月
1
日
（
金
）
～

　
平
成
29
年
3
月
31
日
（
金
）

■
接
種
費
補
助

　
接
種
費
の
2
分
の
1
を
補
助

　
（
1
0
0
円
未
満
は
切
捨
て
）

　
補
助
限
度
額
4
，
0
0
0
円

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
実
施
期
間
外
及
び
指
定
医
療
機

関
以
外
で
接
種
し
た
場
合
は
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。な
お
、指

定
医
療
機
関
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※�

66
歳
以
上
の
対
象
者
以
外
で
過

去
に
接
種
さ
れ
た
こ
と
が
な
い

方
の
う
ち
接
種
を
希
望
さ
れ
る

方
に
も
、
任
意
予
防
接
種
費
用

の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
申
請
が
必

要
で
す
の
で
、

接
種
前
に
お

問
い
合
わ
せ

願
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
保
健
課 

健
康
増
進
担
当　

　
　
　
　
　
☎
2
3
-4
3
1
0

元気な今こそ予防です !
高齢者肺炎球菌

ワクチンの予防接種
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早
期
発
見
と
予
防
の
た
め
に
健
康
診
断
を

年　齢 生年月日 対象検診項目
20歳(21歳） 平成7年4月2日〜平成8年4月1日 子宮頸がん検診
40歳(41歳）昭和50年4月2日〜昭和51年4月1日 乳がん検診

年　齢 生年月日 対象検診項目
25歳（26歳） 平成2年4月2日〜平成3年4月1日 子宮頸がん検診

（◎過去にクーポ
ン券未利用者か
つ市のがん検診
未受診者）

30歳（31歳）昭和60年4月2日〜昭和61年4月1日
35歳（36歳）昭和55年4月2日〜昭和56年4月1日
40歳（41歳）昭和50年4月2日〜昭和51年4月1日
45歳（46歳）昭和45年4月2日〜昭和46年4月1日 乳がん検診

（◎過去にクーポ
ン券未利用者か
つ市の検診未受
診者）

50歳（51歳）昭和40年4月2日〜昭和41年4月1日
55歳（56歳）昭和35年4月2日〜昭和36年4月1日
60歳（61歳）昭和30年4月2日〜昭和31年4月1日

【表１】
初回対象者

【表２】乳がん・子宮がん検診受診方法詳細

再勧奨対象者

各
種
健
康
診
断
の
受
診
の
お
願
い

人
間
ド
ッ
ク

■
助
成
額

　
男
性　

２
３
，
0
0
0
円

　
女
性　

２
８
，
0
0
0
円

■
対
象
者

　
韮
崎
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
、
平
成
29
年
3
月
31
日
現
在
40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
（
昭
和
17

年
4
月
2
日
〜
昭
和
52
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
方
）

※�

申
込
時
、
本
人
及
び
世
帯
主
が

市
税
等
を
滞
納
（
分
納
）
し
て

い
な
い
方

※�

総
合
健
診
受
診
者
は
、
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

■
受
付
時
の
持
ち
物

・�

国
民
健
康
保
険
証

・�

健
診
キ
ッ
ト
（
キ
ッ
ト
は
7
月

上
旬
発
送
予
定
。
キ
ッ
ト
の
発

送
前
に
受
付
さ
れ
る
場
合
は
、

保
険
証
の
み
持
参
願
い
ま
す
。）

■
受
診
医
療
機
関
（
6
機
関
）

　
韮
崎
市
立
病
院
・
韮
崎
相
互
病

院
・
山
梨
病
院
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
・
山
梨
県
厚
生
連
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
・
甲
府
共
立
病
院
総
合

健
診
セ
ン
タ
ー
・
石
和
温
泉
病
院

（
ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和
）

※�

例
年
、
受
診
期
限
間
際
で
の
予

約
が
殺
到
し
、
受
診
で
き
な
い

状
況
が
生
じ
て
い
ま
す
の
で
、

余
裕
を
持
っ
た
予
約
・
申
込
を

お
願
い
し
ま
す
。

脳
ド
ッ
ク

■
助
成
額
（
男
女
と
も
）

　
１
０
，
0
0
0
円

■
対
象
者

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、平
成
29
年

3
月
31
日
現
在
で
50
歳
以
上
の
方

の
う
ち
、前
年
度
脳
ド
ッ
ク
を
受
診

さ
れ
て
い
な
い
方（
昭
和
42
年
4
月

1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

※�

申
込
時
、
本
人
及
び
世
帯
主
が　

市
税
等
を
滞
納
（
分
納
）
し
て　

い
な
い
方

■
受
付
時
の
持
ち
物

　
健
康
保
険
証

■
受
診
医
療
機
関
（
2
機
関
）

　
韮
崎
市
立
病
院
・
秋
山
脳
外
科

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

　
食
生
活
の
欧
米
化
な
ど
に
よ
り
、

乳
が
ん
や
子
宮
頸
が
ん
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
早
期
に
発

見
し
、
治
療
を
行
え
ば
、
高
い
確

率
で
治
癒
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ご
自
身
ま
た
大
切
な
ご
家
族

の
た
め
、
年
に
一
度
の
検
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
初
回
対
象
者
及
び
再
勧
奨
対
象

者
で
【
表
1
】
に
該
当
す
る
方
を

対
象
に
、
検
診
の
自
己
負
担
金
を

免
除
し
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に

よ
る
乳
が
ん
検
診
ま
た
は
子
宮
頸

が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者
の
方
【
表
1
】

　
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
5
月
中
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
詳
細
を
確
認

の
う
え
受
診
願
い
ま
す
。

■
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
以
外

の
方
で
受
診
希
望
の
方

　
事
前
に
受
診
券
の
発
行
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
下
記
発
行
期

間
・
受
付
場
所
に
て
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
【
表
2
】
参
照

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課 

健
康
増
進
担
当

�

☎
2
3
-4
3
1
0

子宮がん検診 乳がん検診
頸部 頸体部 視触診・超音波検査 視触診・マンモグラフィー検査

対象者
※1（韮崎市民の方）

本年度21歳以上の女性 医師の判断により検診（体部）が
必要と認められた方

本年度25歳～39歳の女性、
本年度40歳以上の偶数年の女性 本年度41歳以上の奇数年の女性

【表1】の対象者は無料クーポン券を使って受診してください。受診券の発行は必要ありません。
受付期間 平成28年4月1日（金）～平成28年12月22日（木）

受診申込（受診券発行） 保健福祉センター又は総合健診会場

受診場所 指定医療機関
山梨県厚生連健康管理センター

（保健福祉センター、東京エレクトロン韮崎文化ホール）
韮崎市立病院　いいのクリニック

受診期間 平成29年1月31日（火）まで
持ち物 健康保険証、自己負担金

自己負担金 2,000円 2,800円（内800円は医療機関へ支払） 1,000円
ただし、本年度70歳以上は無料。

　
か
つ
て
は
〝
不
治
の
病
〟
と
さ
れ
て
い
た
「
が
ん
」
も
、
治
療
技
術
の

進
歩
に
よ
り
、
現
在
で
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
助
か
る
病
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
ま
す
ま
す
大
切
な
の
が
定
期
的
な
検
診
。

　
健
康
な
毎
日
を
送
る
た
め
、
定
期
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

両
ド
ッ
ク
及
び
検
診
共
通
事
項

■
受
診
券
発
行
期
間　
4
月
1
日
（
金
）
～
12
月
22
日
（
木
）

■
受
付
場
所　
保
健
課
窓
口
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
受
診
期
限　
平
成
29
年
3
月
31
日
（
金
）
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不
妊
症
対
策
支
援
事
業
を
制
度
改
正

不
妊
治
療
へ
の

　
助
成
の
対
象
範
囲
を
拡
大

特
定
不
妊
治
療
に
加
え
て
、一
般
不
妊
治
療・男
性
不
妊
治
療
を
追
加

　
韮
崎
市
で
は
、
不
妊
症
の
た
め

子
ど
も
を
授
か
る
こ
と
が
で
き
ず
、

特
定
不
妊
治
療
を
受
け
た
ご
夫
婦

に
対
し
て
、
治
療
費
の
一
部
を
助

成
す
る
不
妊
症
対
策
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
事
業
の
制

度
改
正
に
よ
り
、
4
月
1
日
か
ら

は
、
新
た
に
一
般
不
妊
治
療
及
び

男
性
不
妊
治
療
に
つ
い
て
も
助
成

対
象
の
範
囲
に
加
え
、
不
妊
治
療

を
行
っ
て
い
る
ご
夫
婦
の
経
済
的

な
負
担
の
軽
減
と
新
し
い
命
の
育

み
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

■
助
成
対
象
と
な
る
ご
夫
婦

・��

夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
継
続
し
て

1
年
以
上
韮
崎
市
に
住
所
を
有

す
る
戸
籍
上
の
ご
夫
婦

・��

医
療
機
関
に
お
い
て
不
妊
症
と

診
断
さ
れ
、
不
妊
症
の
治
療
を

受
け
て
い
る
ご
夫
婦

・��

合
計
所
得
が
7
3
0
万
円
未
満

の
ご
夫
婦

・��

市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
ご

夫
婦

■
治
療
内
容

・��
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
ま

た
は
顕
微
授
精
）

・��

一
般
不
妊
治
療（
人
工
授
精
等
）

・��

男
性
不
妊
治
療
（
特
定
不
妊
治

療
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
、

精
巣
内
精
子
生
検
採
取
法
ま
た

は
精
巣
上
体
内
精
子
吸
引
採
取

法
に
よ
る
手
術
、
そ
の
他
精
子

を
精
巣
ま
た
は
精
巣
上
体
か
ら

採
取
す
る
た
め
の
手
術
）

■
助
成
額
及
び
期
間

　
下
表
の
と
お
り

■
申
請
方
法

　
治
療
が
終
了
し
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
1
年
以
内
に
申
請
書

（
医
療
機
関
の
証
明
）に
領
収
書
お

よ
び
保
険
証
を
添
付
し
て
、
保
健

課
保
健
指
導
担
当
ま
で
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

※�

平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
に
開　

始
し
た
治
療
は
旧
制
度
の
適
応

で
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■問い合わせ　保健課 保健指導担当　☎ 23-4310

治療内容 年間助成金額 通算助成期間 適用開始

新　制　度

特定不妊治療
1年度内に20万円まで

5年間 平成28年4月1日以降に
治療を開始一般不妊治療

男性不妊治療 1年度内に5万円まで

制度改正前 特定不妊治療
1年度1回の治療につき
10万円を限度として2
回まで助成

限度なし 平成28年3月31日以前に
治療を開始

高齢者の皆さんが生きがいをもって暮らすために何が必要か考え、活動します！

シニア健康サポーターを募集
　韮崎市では地域の高齢者の方々の健康づくりや介護予防活動を行政とともに行い、身近で支援してく
ださるサポーターの養成を行っています。
■シニア健康サポーターってどんなことするの？
　介護予防のために実施されている『いきいき貯筋クラブ』等で健康づくりをサポートしていただきます。
■シニア健康サポーターになるには？
　�養成研修（全4回）をすべて受講された方に「シニア健康サポーター」としてご登録いただきます。養
成研修終了時には、修了証と認定証をお渡しします。その後、シニア健康サポーターとして活動して
いただきます。

■対　　象　趣旨に賛同される方
■定　　員　20名（先着順）
■募集期間　4月1日（金）～5月10日(火)
■�申込方法　電話または介護保険課介護支
援担当窓口でお申し込みください。

■問い合わせ　介護保険課 介護支援担当
　(保健福祉センター内）　☎23-4313

平成 28年度　シニア健康サポーター養成講座日程
日　程 内　容 時　間 場　所

1回目 6月 3日（金）
介護予防活動にお
ける高齢者へのサ
ポート方法、体操
等の指導

午前9：30～11：30

保健福祉
センター

2回目 6月16日（木） 午前9：30～11：30

3回目 7月 1日（金） 午後1：30～ 3：30

4回目 7月21日（木） 午後1：30～ 3：30
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